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学位論文題名 

第二言語作文のためのプレライティング・ディスカッションにおける 

母語の活用とその効果－バイリンガル・アプローチの見地から－ 

 

 

本論文は，日本語母語話者の英語学習者が英語により作文する際に，ペアによる

事前の口頭活動（プレライティング・ディスカッション）の使用言語の違いが作文

にどのような影響をもたらすか明らかにすることを目的としている。作文教育は

「主体的・対話的で深い学び」を目標とする学習指導要領においても，その重要性

が強く認識されている。国語科において，あるいは科目横断的に指導される作文教

育では，深い思考と論理的な言語運用に対する指導が強調されるのに対して，英語

科では授業における英語使用が強調されるあまり，深い学びに必要な母語の役割を

軽視して，その使用を罪悪視する風潮があると著者は指摘する。 

本研究では，日本語，英語，及び基本的に英語で行いつつ必要に応じて日本語を

活用するトランス・ランゲージングの３つの条件下でプレライティング・ディスカ

ッションを行い，その議論の質や産出される英語の作文にどのような違いが出るか

検討した。研究の結果，熟議型と呼ばれる質の高いプレライティング・ディスカッ

ションでの議論が作文の質を高めるが，英語のみでは英語運用能力の高い学習者し

かそれを産出できず，反対に日本語のみでは熟議型の議論を産出しやすくなるが，

英語運用能力の低い学習者はその後の英語作文にそれを活用できないことがわか

った。これに対して，トランス・ランゲージングでのプレライティング・ディスカ

ッションの場合，英語運用能力に関わらず熟議型の議論産出が可能で，かつ英語作

文ではその内容の活用も比較的容易なため，広い範囲の学習者に有効であると著者

は主張している。 

本論文について，研究成果の意義，方法論的貢献，教育への示唆の３点から審査

した。その結果，審査担当者は，次の点において本論文の意義を認める。１）トラ



ンス・ランゲージングの教育利用という観点で行われた実証研究はまだ数が少なく，

今後多くの第二言語教育研究に波及すると予想される。２）熟議型議論の概念や英

語作文の評価基準作成の手法などを組み合わせながら，従来の研究を踏まえて研究

課題に沿い検討を重ね，妥当性，信頼性，実現可能性の高い研究方法を提示した。

３）これまでトランス・ランゲージングという概念は，日常的に２言語を併用する

バイリンガル教育の文脈で主に使われてきたが，外国語教育でその有効性を示すこ

とで日本の英語教育に理念的な変化をもたらすと期待できる。以下，順に詳述する。 
 まず，１点目の研究成果の意義について述べる。コード・スィッチングに焦点を

あてた談話分析研究は長く行われてきた。しかし，そこでの２言語併用は目標言語

習得までの過渡期に起こる変則的な存在であるという認識が拭えなかった。これに

対して，すべての話者をバイリンガルと捉え，持ちうる言語資源を最大限活用しな

がら相互協力により意味を構築するという言語運用観に立ち，第二言語教育におい

ても母語の役割を重要視して複数言語の併用を肯定的に捉えるバイリンガル・アプ

ローチが生まれてきた。トランス・ランゲージングの概念はこうした背景から生ま

れたが，その有効性についての実証的な研究は少ない。本研究は，トランス・ラン

ゲージングの作業定義にまだ問題を残しているものの，この挑戦的な外国語教育の

試みの先鞭をつける点で新規性が高いと判断した。 
 次に，２点目の方法論的貢献について述べる。本研究においては，異なる条件の

量的比較だけでは見えなかった差異を，熟議型エピソードという概念を介在させる

ことで，トランス・ランゲージングの利点の可能性を可視化することに成功してい

る。これは全くの新手法というわけではないが，適切な概念や手法を広範な先行研

究の渉猟に基づいて検討して組み合わせており，分析の際に作成された分類基準や

英語作文の採点基準は，今後の英語ライティング研究に利用され，当該分野の発展

に寄与すると思われる。 
最後に，３点目の教育への示唆に関する評価を述べる。日本は，少子高齢化によ

る労働力の不足から，海外労働力の移入へ政策転換している。しかし，移民受け入

れやグローバル人材の育成に関わる施策においては依然としてモノリンガル中心

主義が色濃く存在する。英語教育においても英語母語話者の言語運用を規範とする

考え方が根強く見られる。しかし，人口構成の多様化は，使用言語の多様化，複数

言語話者の増加を意味する。学校教育における意思伝達のあり方も否応なしに変革

を迫られるだろう。本研究でトランス・ランゲージングの積極利用が外国語教育に

も有効であることを示したことは，日本社会の多言語化に伴って英語教育の理念が

モノリンガル志向からバイリンガル志向に変化する先導的な力となると評価する。 
 以上の３点において，本論文は高い学術的意義を持つものである。よって著者は，

北海道大学博士（学術）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 


